
令和 8 年度 杏林大学 保健学部・総合政策学部・外国語学部 一般選抜（後期日程）  
「英語」入学試験問題 出題意図 

 
 
I 文法問題 
示された英文の中で文法や情報の流れの観点から最も適切な語句を選択する設問により、
文法・語法の知識及び英文読解力を試す問題である。 
 
II 会話文問題 
会話文中の空欄に入る最も適した発言を選択肢より選ぶ形式の問題で、会話全体の内容の
理解力や口語的な表現を試す問題である。 
 
III 会話文問題 
長い説明的発言を含む会話文中の空欄に、最も適した発言や語句を選択肢より選ぶ、また
はある発言の意図を選択肢の中から選ぶ問題で、長い会話文全体の内容理解と適切な表現
力を試す問題である。 
 
IV～VI 読解問題 
英語による論説文に付された選択式の設問を通じ、語彙力、文法・語法の知識、文脈を追
って文章全体を正しく理解する読解力等を総合的に試す問題である。 
 



令和 8 年度 杏林大学 保健学部・総合政策学部・外国語学部 一般選抜（後期日程）  
「国語」入学試験問題 出題意図 

 
 
大問 I    
一般紙に掲載された論説文を読み取る。筆者は過去の哲学者の著述の一節を示し、その記

述内容に照らしつつ、現代社会の有りよう、価値観の変容を論じている。読解には筆者自身
と過去の哲学者、それぞれの論旨を読み分けることが必要。 
 
大問 II  
  対談の書きおこし文を読み、両者それぞれの論旨や、両者の対話による論の展開を読み取
る。演者は夏目漱石の作品や経験に言及しつつ、日本の近代化について論じている。演者が
紹介する夏目の考え方、演者自身の考え方、司会的役割を果たす対談の相手の受けとめ方と
論のまとめ方という重層的な論の構成、展開を読み取らせたい。 
 
大問 III  
  (1) 漢字熟語に関する語彙知識を問う。  

(2)  成句・慣用句に関する語彙知識を問う。 


